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A b s t r a c t
High gradient accelerating cavity has been prepared for RF break down 

studies in the KEK resonant r i rig. It is performed one of the basic stu
dies of TeV e+e- Linear Colllider R & D .  Design parameters of the cavity 
and pesent status are described.

1 • は じ め に
次 世 代 の エ ネ ル ギ ー フ ロ ン テ ィ ア を 目 指 す 加 速 器 計 画 と し て 、 T e V e + e -  

リ ニ ア コ ラ イ ダ ー の 開 発 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 実 現 の た め に 、 技 術 的 に は 高 電  
界 加 速 管 、 大 電 力 高 周 波 源 、 衝 突 実 験 装 置 、 正 確 な ア ラ イ メ ン ト シ ス テ ム 等 々 開  
発 す ぺ き 項 目 は 山 積 し て い る が 、 Linear Collider Working G r o u pを 中 心 と し て 、 
一 歩 一 歩 具 体 的 な R & D が 始 ま っ て い る 。 高 電 界 加 速 管 の 開 発 に つ い て は 、 加 速 方  
式 そ の も の に つ い て も Wake F i e l d加 速 、 Two B e a m s加 速 等 々 議 論 の あ る と こ ろ  
で あ る が 、 現 状 で は 大 電 力 を コ ン ベ ン シ ョ ナ ル な 加 速 管 に つ ぎ 込 む 方 式 が 、 近未  
来 を に ら ん だ 場 合 に は 最 有 力 視 さ れ て い る 。 S L A  C で は 、 定 在 波 型 空 胴 を 用 い 、 
進 行 波 型 空 胴 換 算 1 4  7 M V / m が 得 ら れ て い る 。（1 ) こ の よ う な 背 景 の 中 で 、
K E K 放 射 光 の レ ゾ ナ ン ト リ ン グ に 、 デ ィ ス ク ロ ー ド タ イ プ の 加 速 管 を い れ て 、
高 電 界 を 得 、 放 電 現 象 等 予 想 さ れ る 種 々 の 問 題 点 を 見 極 め る た め の R & D の 準 備 を  
進 め て い る 。 本 稿 で は テ ス ト 用 加 速 管 の 諸 元 及 び 現 況 に つ い て 報 告 す る 。

2 ネスト甲カロ速结
レ ゾ ナ ン ト リ ン グ 側 の 寸 法 の 制 約 及 び ロ ス を 最 小 限 に す る た め に 、 加 速 管 は 3 

セ ル 1 波 長 分 （f = 2856 M H z ) の 短 い 加 速 空 胴 よ り な る 。 加 速 管 の 左 右 に は そ れ ぞ  
れ、 マ ッ チ ン グ ア イ リ ス を も つ 入 力 カ ッ ブ ラ ー 、 出 力 力 ッ ブ ラ ー を 有 す る 。

力ッフ。ラ 一 空 胴 に は ア パ 一 チ  
ャ ー が 設 け ら れ て お り 、 ビー 
ム 加 速 も 可 能 と し た 。 またこ 
の ア パ ー チ ャ 一 よ り 空 胴 内 部  
の 放 電 現 象 等 の 観 測 が 可 能 と  
思 わ れ る 。
2 a 寸 法 は 、 4 枚 の デ ィ ス ク  
と も L  6 cm、 2 b 寸 法 は 3 個 
の ス ペ ー サ と も 8.132 c m と 
し、 定 イ ン ピ ー ダ ン ス 型 の 進  
行 波 型 加 速 管 と し た 。
2 a 寸 法 が 小 さ な 定 イ ン ピ ー  
ダ ン ス 型 加 速 管 で あ る 点 を 除  
け ば 基 本 的 な 構 造 そ の も の は 、 
K E  K 敗 射 光 リ ニ ア ッ ク の も  
の と 同 様 の 構 造 で あ る 。 
断 面 図 を 図 一 1 に 示 す 。 
主 要 諸 元 を 表 - 1 に 示 す ン 2)

図 一 1 テ ス 卜 用 加 速 管
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表 - 1 主 要 諸 元

を 挿 入 す る 前 に 、 加 速 管 単 体 で 、 コ ー ル ド テ ス  
2 つ の 9 0 ° E ベ ン ド の つ い た 状 態 で 行 っ た 。

例 え ば 、 第 1 空 胴 の 場 合 a 02/ S  
誤 差 の た め 供 給 R F 周 波 数 に 対 す  
し ま っ た と 思 わ れ る が 、 第 1 空胴  
こ と が 分 か る 。

p?特 に 、 
本 加 速 管  
電 子 ビ ー

3 コ 一 ル ド'丁 ス 卜
レ ゾナ ン 卜 ン グ に 加 速 管

行 た。 ( 反 射 係 数測 定は
図 — 5 参 照 0 )
( 1 ) 力 、ソ フ。ラ 一 のマ ツ チ ン

レ ゾ ナ ン 卜 ン ダに い れ る
し 反 射 係 数 の 小 さ い こ と が 要
( 4 mm 0 の 導 体棒 ) を 9 0 °

の 値 ま で 押 之 込 ん だ 。

4 大電 力 T ス K
レ ゾナ ン トリ ン グ に 、 — 加速 管 を

分か るよ う に、 可 変 ス 夕 プチ ュ 一
つ に した,0 リン グ 内の 大 電力 マイ
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い れ た 状 態 を 図 — 4 及 び 図 — 5 に 示 す 。 図から  
ナ 一 を い れ 、 反 射 を 出 来 る だ け 小 さ く 出 来 る よ  
ク ロ 波 は 、 ベ ー テ ホ ー ル 結 合 器 に よ り 、 順 方 向 、 

考 文 献 （4)の 報 告 に あ る よ う に 、 ク ラ イ ス ト ロ ン か  
ト リ ン グ 内 順 方 向 周 回 電 力 の 比 ， 即 ち 電 力 ゲ イ ン  

場 合 は 加 速 管 〉 の 反 射 係 数 r 、 及 び 減 衰 量 a か ら 必 ず し

た。
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急に

幅 分 布 及 び 、 位 相 分 布 よ り [ 式 2]  
波 の 振 幅 比 を 求 め る こ と が 出 来 る ，

の フ ー リ エ 積 分 を 行 う

( 1 /め \ E z ( z ) \  c o s  [儿z  — 6 ( z ) ]  d z  ； P n z ^ ( ] + 3 n ) p o z

定 で 、 デ ィ ス ク 部  
2 4 0 。 であるV 
な る 。 こ の 求 め た  
と に よ り 、 空 間 高

[ 式 2 ]

こ れ ら の パ ラ メ 一 夕 か ら 、 加 速 管 へ の 入 力 電 力  
つ ぎ の [式 1 ] で 与 え ら れ る 。

P i n に 対 し て 、 軸 上 で の 電 界 は

E  z 0 =  9. 42 x *NJ P M  V [ 式 1]

周 波 数  2856.15 MHz
Q 13330
セ ル あ た り の 位 相 変 化 量 2^/3 
r 0 ( シャントインヒ。イ ン ス ) 63. 2 MQ/m 
a ( 減 衰 定 数 ） 0. 7 017 Neper/m
v g./ c 0. 0032
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も 一 義 的 に 決 め え な い が 、 A に 対 し て は よ い 一 致 を 示 し て い る 。 テ ス ト 用 加 速 管  
を 挿 入 す る 場 合 r = 0 〜 0.035、A e - 1 . 0 5  dB ( カ ッ プ ラ ー 空 胴 を 含 め た 長 さ に 対 す  
る、 減 衰 量 ） と し て、 G ニ 3.3〜 3.6 が 得 ら れ る 。
こ れ か ら 、 ク ラ イ ス ト ロ ン か ら の レ ゾ ナ ン ト リ ン グ へ の 入 力 が 、 2 0 〜 3 0 M  W  
と す れ ば 、 [ 式 1 ] か ら 、 7 5 〜 9 5 M  V  /  m の 高 電 界 が 期 待 で き る も の と 思  
わ れ る 。
現 在 、 加 速 管 の 組 込 み は 完 了 し エ ー ジ ン グ の 準 備 中 で あ る 。
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